
【助成金のご案内】BIMを活用した省エネ建築設計・実装支援事業

事業の概要とよくあるお問い合わせ

⚫ 助成事業の概要 ・・・P.1

⚫ よくあるお問い合わせ ・・・P.2～８

Q.1 申請手続きの流れを教えてください。

Q.2 対象経費ごとの助成金の内訳を教えてください。

Q.3 助成金を活用すると、どのようなメリットがありますか？

Q.4 実績報告資料はどのようなものが必要ですか？

Q.5 発注者(建築主）が国の行政機関や地方公共団体の場合でも、助成を受けられますか？

Q.6 誰を申請者にしたらよいですか？

Q.7 助成金申請に当たり、建築主の承諾が必要ですか？

Q.8 どのようなソフトが助成対象になりますか？

Q.9 実績報告期限（R9.11.30）までに、建物が竣工する必要がありますか？

Q.10 なぜこのような事業を行っているのですか？

⚫ 問合せ先・申請受付、要綱等一覧 ・・・P.9



都内の新築建物の設計業務（戸建て住宅を除く）で、ＢＩＭデータを用いて次の

いずれかに取り組むもの
① 建築物の室内外環境（日射量、昼光、照明、温湿度など）の３項目以上について、複数回解析を行い、建物の環境性能の

向上を図る

② 設計初期から簡易な建築モデルを用いる等により、建物全体の熱負荷と省エネルギー性能の解析を繰り返し、建物の環境
性能の向上を図る

助成
対象
事業

助成
対象者

助成
金額

助成
対象
経費

設計者（意匠・構造・設備等）によって構成されるグループ

最大450万円
助成対象経費の2/3又は1/3 ※建物の環境性能によります。3ページのQ.2をご参照ください。）

ソフトウェア（環境解析ツール）の

①ソフトウェア利用費 ②専門家指導費 ③研修会受講費

■ 事業の概要 ■
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申請者 東京都 環境公社
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施
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交付申請※1

交付決定

助成を受ける
業務内容の検討

四半期ごとに助成事業遂行状況報告書を提出

※1 Ｒ９．３．３１まで

※2 事業完了から60日以内又はＲ９．11.30のいずれか早い日まで

東京都へ環境配慮の取組の内容と評価を記載した建築物環境計画書の提出が必要

Q.1 申請手続きの流れを教えてください。

A.1 おおまかな流れは、次のとおりです。
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BIMを活用した省エネ設計

実績報告※2

助成金の支払い
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A.2 都の予算の範囲内で、次のとおりです。

Q.2 対象経費ごとの助成金の内訳を教えてください。

ソフトウェア利用費 専門家指導費 研修会受講費

助成率

東京都建築物環境配慮指針別表第１に掲げる評価基準※による評価が

段階３の場合、助成対象経費の２/３

東京都建築物環境配慮指針別表第１に掲げる評価基準※による評価が

段階１又は２の場合、助成対象経費の１/３

助成上限額 100万円 300万円 50万円

※ 東京都建築物環境配慮指針別表第１に掲げる評価基準
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Q.3 助成金を活用すると、どのようなメリットがありますか？

A.3 次のような効果が期待できます。

① 設計初期からのモデリングにより、建築と設備の一体的な省エネ設計が可能

② 環境性能の解析・見える化により、経験等に頼らない省エネ設計が可能

＜ZEBの実現に向けて＞

本事業は、ZEBの実現にも有効です。

 ZEBの実現には、建築計画の工夫等により建築にかかる負荷を抑制し、そのうえで、高効率な設備

機器の選定等により省エネルギーを実現し、最後に再生可能エネルギーを導入することが重要と言

われています。※

 このためには、設計初期からのモデリングや、環境性能の解析・見える化を行いながら、意匠・構造・

設備の設計者が連携して設計を進めることが効果的です。

 本事業を活用し、ZEBを実現してください。
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Q.4 実績報告資料はどのようなものが必要ですか？

A.4 次のような資料を作成してください（様式は任意です）。本参考様式は、助成事業のHPに掲載しています。
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Q.5 発注者(建築主）が国の行政機関や地方公共団体の場合でも、助成を受
けられますか？

A.5 助成を受けられます。

Q.6 誰を申請者にしたらよいですか？

A.6 申請者は、設計者（意匠・構造・設備等）グループの代表事業者としてください。

 代表事業者は、建築士事務所登録を行っている者に限ります。

Q.7 助成金申請に当たり、建築主の承諾が必要ですか？

A.7 承諾が必要です。BIMの活用方法、省エネ性能の目標、本事業の利用等について、
建築主の承諾を得てください。
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Q.9 実績報告期限（R9.11.30）までに、建物が竣工する必要がありますか？

A.9 建物の竣工は必要ありません。

 東京都に建築物環境計画書を提出したうえで、本事業の実績報告を行ってください。
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Q.8 どのようなソフトが助成対象になりますか？

A.8 BIMデータを用いて設計する新築建物の省エネ性能の解析や把握を行うための

ソフトウェアが対象になります。ご不明な場合は、申請前にお問合せください。
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A.10

気候危機が一層深刻化する中、世界は、2050年CO₂排出実質ゼロという共通のゴールに向け

て、急速に歩みを進めています。

東京都では、令和7年3月に「ゼロエミッション東京戦略 Beyond カーボンハーフ」を策定し、

2035年までに温室効果ガス排出量を2000年比で60％以上削減する新目標を設定しています。

この目標達成に向け、 「設計初期からの省エネ設計により新築建物の省エネ性能を向上させるこ

と」と「BIMを活用した省エネ設計が可能な人材を育成すること」を目指し、令和７年度から本事業

を開始しました。

Q.10 なぜこのような事業を行っているのですか？
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■ 問合せ先・申請受付
テキストAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。
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■ 要綱等一覧

ＢＩＭを活用した省エネ建築設計・実装支援事業実施要綱

ＢＩＭを活用した省エネ建築設計・実装支援事業助成金交付要綱

助成金申請の手引き
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https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/bim-syoene/
https://tokyo-co2down.g.kuroco-img.app/files/user/files/subsidy/bim-syoene/bim_jissiyoko_20250701.pdf
https://tokyo-co2down.g.kuroco-img.app/files/user/files/subsidy/bim-syoene/bim_kofuyoko_20250701-1.pdf
https://tokyo-co2down.g.kuroco-img.app/files/user/files/subsidy/bim-syoene/tebiki_bim_20250905.pdf
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